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廃棄物発電施設数と総発電能力の推移（平成 9～25年度） 

出典）平成 13年版循環型社会白書（平成 9年度）、日本の廃棄物処理（平成 10～25年度） 

 

（２）エネルギー事情の変化と改正電気事業法への対応 
平成 23年 3月に発生した東日本大震災とこれに伴う福島第一原子力発電所の事故は、我が国の大

規模集中型の電力システムの脆弱性を改めて認識する契機となり、原子力発電所の稼働停止に伴う

エネルギー事情の変化につながった。その結果、電力の化石燃料への依存度は大きく拡大し、平成

25年度時点で、全体の 88%を占めるに至っている。今後の国の長期エネルギー見通しでは、電源構

成における水力発電を含む再生可能エネルギー由来の電力量を 2030 年度には 22～24％程度にする

とされ、再生可能エネルギーによる電源の確保に向けた取組の強化が求められている。 

 

我が国の電源構成の推移と見通し 

出典）エネルギー白書 2014、長期エネルギー需給見通し（平成 27年 7月 経済産業省）から作成 
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従来設計と新設炉の仕様の相違(低温エコノマイザ（D市）) 

D市 D市
従来設計 新設炉

①蒸気条件(圧力) 　(MPaG) 3 4
　蒸気条件(温度) 　(℃） 300 400
②最大蒸発量 t/h(1炉当り) 13.7 14.8
③出口排ガス温度 　(℃） 250 200
①形式 　(背圧、抽気復水) 抽気復水タービン 抽気復水タービン
②定格出力 　(kW) 4000 5900
③設計排気圧 　(kPaG) -82 -85
①処理方式 　(湿式・乾式) 乾式 乾式

②使用薬品
　(消石灰、苛性ソー
ダ等)

消石灰 消石灰

③設計温度 　(℃） 175 170

①処理方式
　(触媒、無触媒、燃
焼制御)

触媒脱硝 触媒脱硝

②使用薬品 　(アンモニア、尿素) アンモニア アンモニア
③設計温度 　(℃） 210 160

1.8 1.4
有無 無し 有り
あり（℃、％）、なし 5℃×60％ なし

プラント排水 クローズド クローズド

洗煙排水 なし なし

生活排水 公共下水 公共下水

％ 14.2% 21.4%(温浴施設未使用)

照明、設備等の省エ
ネ対策等

主要機器のインバータ化
人感センサーによる一部照
明の入切、減光

主要機器のインバータ化
人感センサーによる一部照
明の入切、減光

特に無し

2段エコノマイザ
炉下シュートのボイラ化
低空気比燃焼
白煙防止未設置

その他送電量増強方策

その他特徴

燃焼空気比

　(クローズド、再利
用、下水放流、公共
用水域放流)

発電効率（設計値）

排ガスNOx
除去

排水処理

蒸気タービ
ン

排ガスHCｌ、
SOx除去

項目 単位・(記入例)

ボイラ設備

排ガス循環
白煙防止条件

 

 

D市の従来設計と新設炉(設計値、H25実績)の発電量・送電量・発電効率を下図に示す。

従来設計(3MPa×300℃、抽気復水タービン)に比べて、新設炉(設計値)では、発電量は約

57%増えて 3,600kW、送電量は約 2.5 倍の 2,350kW、発電効率は約 7%上昇して 19.7%と

なった。実績では設計値よりも多くの発電量、送電量を達成している。 
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D市の新設炉による CO2排出量計算結果を下表に示す。 

新設炉の発電による削減を含めた年間 CO2排出量は－18,531t-CO2/年である。 
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⑤ＲＯ膜による排水処理 

技術概要 プラント排水を減温塔で蒸発させるためには、減温塔入口温度を高くする必要がある

(230℃)。RO 膜採用による排水クローズドでは、浄化された水はプラント再利用が可能と

なり、濃縮水(量的にはプラント排水の 4 分の 1～5 分の 1)のみを減温塔で蒸発させるため、

エコノマイザ出口温度を低く(200℃)することができ、結果的により多くの蒸気を発生させ、

発電量を増やすことができる。 

 

 

 

 

 

 

従来設計(排水クローズド) 

 

 

 

 

 

 

 

 

新設炉(RO膜採用による排水クローズド) 

 

焼却施設の立地に際して、通常より一層厳しい環境対策が求められる場合があり、その

一つとして、プラント排水を外部に排出しない排水クローズドシステムがある。排水クロ

ーズドシステムを採用した場合、プラント排水を減温塔で噴霧蒸発処理するためボイラ出

口排ガス温度が高めの設定となり、ボイラ効率が低下する(高効率ごみ発電施設整備マニュ

アルより)。本 RO 膜採用による排水クローズド化は、ボイラ出口排ガス温度を低くしても

排水クローズドを実現できるシステムである。 

 

導入効果 

(先行事例等) 

E 衛生組合における導入事例を以下に示す。 

従来設計と新設炉の仕様の相違は下表(網掛け部分が相違点)のとおりである。 

E 衛生組合では、排水クローズドで発電効率を高めるために RO 膜による排水処理を行っ

ているが、この他にも低温エコノマイザの採用(ボイラ出口温度従来 230℃→200℃）、低空

気比燃焼(1.4)、白防条件なし、高温高圧ボイラ(4MPa×400℃)、抽気復水タービンの採用

により高効率発電(19.6%)を達成している。また、自然エネルギーの利用（太陽光、風力）、

人感センサー化、モータのインバータ化等により、省エネを促進し、送電量増を図ってい

る。 

排ガス ボイラ 
エコノマ

イザ 
減温塔 

バグフィ

ルタ 

850℃ 230℃ 170℃ 

プラント排水 
噴霧 

排ガス ボイラ 
エコノマ

イザ 
減温塔 

バグフィ

ルタ 

850℃ 200℃ 170℃ 

プラント排水 

噴霧(濃縮水) 

RO 膜 再利用(浄化水) 
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従来設計と新設炉の仕様の相違(RO膜による排水処理(E衛生組合)) 

E衛生組合 E衛生組合
従来設計 新設炉

①蒸気条件(圧力) 　(MPaG) 4 4
　蒸気条件(温度) 　(℃） 400 400
②最大蒸発量 t/h(1炉当り) 15.3 15.7
③出口排ガス温度 　(℃） 230 200
①形式 　(背圧、抽気復水) 抽気復水タービン 抽気復水タービン
②定格出力 　(kW) 3700 3820
③設計排気圧 　(kPaG) -86.6 -86.6
①処理方式 　(湿式・乾式) 乾式 乾式

②使用薬品
　(消石灰、苛性ソー
ダ等)

消石灰 消石灰

③設計温度 　(℃） 170 170

①処理方式
　(触媒、無触媒、燃
焼制御)

触媒脱硝 触媒脱硝

②使用薬品 　(アンモニア、尿素) アンモニア アンモニア
③設計温度 　(℃） 208 208

1.4 1.4
有無 無 無
あり（℃、％）、なし 無 無

プラント排水 クローズド クローズド

洗煙排水 無 無

生活排水 下水道放流 下水道放流

％ 19.0% 19.6%

照明、設備等の省エ
ネ対策等

自然エネルギーの利用（太陽
光、風力）、人感センサー化、
モーターのインバータ化等

自然エネルギーの利用（太陽
光、風力）、人感センサー化、
モーターのインバータ化等

RO膜による排水処理その他特徴

その他送電量増強方策

排水処理
　(クローズド、再利
用、下水放流、公共
用水域放流)

発電効率（設計値）

排ガスNOx
除去

蒸気タービ
ン

排ガスHCｌ、
SOx除去

項目 単位・(記入例)

ボイラ設備

燃焼空気比
排ガス循環
白煙防止条件

 

 

E衛生組合の従来設計と新設炉の発電量・送電量・発電効率を下図に示す。従来設計でも

高温高圧ボイラ(4MPa×400℃、抽気復水タービン)、低空気比燃焼(1.4)を採用しているた

め、新設炉では、発電量は約 3.4%増の 3,600kW、送電量は約 4.5%増の 2,545kW、発電効

率は約 0.6%上昇の 18.5%となった。 
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E衛生組合の発電増強方策に伴う費用(工事費、維持管理費増(20年間))、増強方策によっ

て得られる 20年間の収入増(売電収入増、買電経費減)を下表にまとめた。 

発電増強方策に要した工事費は 0.51億円で、維持管理費増は 20年間で 0.37億円である。

売電収入増は 20年間で 1.6億円、買電のための経費変更はないと見込んでおり、経済的メ

リットα（増強方策によって得られる収入増÷発電増強方策に伴う費用）は 1.82、投資回
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( ) 8.29  
 

α
α

 
 
E CO2 CO2

CO2 70.2%  
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(11) CO2 CO2
(14) CO2 1 CO2
(15) CO2 (11) CO2 CO2
(16) CO2 (14) 1 CO2 1 CO2

CO2 CO2 CO2
CO2 1 CO2 1 CO2

CO2
CO2 [ 16 CO2 (t-CO2/ ) CO2 (t-CO2/ )] (14) CO2 (t-CO2/ ) 100
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